
令
和
五
年
六
月
十
五
日
初
校
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●
紹
介
し
た
本
は
、
市
民
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す　
問
市
民
図
書
館
☎
261
・
１
５
８
５

市政
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杜
の
都
を
ラ
ン
ナ
ー
が

駆
け
抜
け
る
―
仙
台
国

際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン▲晴天に恵まれた当日は、選手たち

が沿道からの声援を受けながら、爽
やかな仙台のまちを駆け抜けました

東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
た
め
市
民
図
書
館
に
設
け
た

「
３
・
11
震
災
文
庫
」。
所
蔵
す
る
約
１
万
冊
か
ら
、よ
り

す
ぐ
り
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

64

　
東
日
本
大
震
災
当
時
、
小
学
生
か

ら
高
校
生
だ
っ
た
6
人
の
子
ど
も
た

ち
の
体
験
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
漫

画
で
す
。
震
災
後
9
日
目
に
80
歳
の

祖
母
と
一
緒
に
救
出
さ
れ
た
高
校
生
、

指
定
避
難
所
で
津
波
に
遭
っ
た
小
学

生
の
話
な
ど
、
丁
寧
な
取
材
を
基
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
に
寄
り
添
っ
て
、

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
伝

承
を
考
え
た
時
、
分
か
り
や
す
い
絵

と
簡
潔
な
言
葉
で
情
報
を
伝
え
て
く

れ
る
漫
画
は
、
心
に
響
く
伝
え
方
の

一
つ
だ
と
思
う
の
で
す
。
昨
年
３
月

に
は
旧
野の

蒜び
る

小
学
校
（
現
在
は
防
災

体
験
型
宿
泊
施
設
「
キ
ボ
ッ
チ
ャ
」）

前
に
、
井
上
先
生
の
漫
画
で
描
か
れ

た
震
災
伝
承
看
板
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
未
来
に
つ
な
ぐ
新
し
い
伝
承
の
カ

タ
チ
と
し
て
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 未

来
に
伝
え
て
い
く
た
め
に

若
生　

彩

仙
台
市
社
会
学
級
研
究
会
顧
問
、
防
災
士

　
今
の
社
会
は
「
良
く
し
よ
う
」
と

努
力
し
て
き
た
人
た
ち
の
お
か
げ
で

あ
る
こ
と
や
、
自
分
ご
と
と
し
て
防

災
・
減
災
・
復
興
に
関
わ
る
こ
と
の

大
切
さ
に
気
付
か
せ
て
く
れ
る
本
で

す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
イ
コ
ー
ル
に
向
け

て
行
動
す
る
女
性
た
ち
の
熱
い
思
い

に
、
た
く
さ
ん
の
学
び
と
気
付
き
を

も
ら
え
ま
す
。
仙
台
防
災
枠
組
２
０

１
５
―
２
０
３
０
に
も
「
女
性
と
若

者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
促
進
」
が

必
要
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
仙

台
市
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
に
占
め
る

女
性
の
割
合
は
、
ま
だ
３
割
に
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
超
高
齢
社
会
・
社
会

の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
中
で
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
防
災
に
つ
い
て
考
え
な

が
ら
再
読
し
ま
し
た
。

　
巻
末
の
、
戦
後
か
ら
続
く
年
表
に

は
災
害
と
社
会
、
女
性
た
ち
の
歩
み

が
書
か
れ
て
い
て
興
味
深
い
で
す
。

市政
トピックス

58
年
の
歴
史
に
幕
―
市

議
会
本
会
議
場
閉
場
セ

レ
モ
ニ
ー

　
仙
台
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
が
６
月

４
日
に
開
催
さ
れ
、
約
８
千
人
の
選
手

た
ち
が
、
緑
深
ま
る
定
禅
寺
通
な
ど
を

力
走
し
ま
し
た
。

　
本
大
会
に
は
、
招
待
選
手
と
し
て
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
マ
ラ
ソ
ン
８
位

の
一い
ち
山や

ま
麻
緒
選
手
や
、
川
内
優
輝
選
手

な
ど
、
名
だ
た
る
選
手
が
参
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
ン
バ
サ
ダ

ー
と
し
て
、
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ピ
ッ
ク
金

メ
ダ
リ
ス
ト
の
高
橋
尚
子
さ
ん
が
参
加

し
、
一
般
出
場
者
と
伴
走
。
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
す
る
出
場
者
を
ハ
イ
タ
ッ
チ
で
迎

え
る
な
ど
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
沿
道
で
は
、「
と
っ
て
お
き
の
音
楽

祭
」
の
ス
テ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
、
音
楽

祭
の
参
加
者
が
ラ
ン
ナ
ー
を
応
援
し
た

ほ
か
、
訪
れ
た
人
た
ち
が
途
切
れ
な
い

声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
、
エ
リ
ー
ト
・
登
録
の

部
で
、
男
子
は
ジ
ョ
セ
フ
・
カ
ラ
ン

ジ
ャ
選
手
が
１
時
間
１
分
49
秒
、
女
子

は
一
山
麻
緒
選
手
が
１
時
間
11
分
38
秒

で
優
勝
。
車
い
す
の
部
で
は
、
男
子
は

樋
口
政
幸
選
手
が
48
分
20
秒
で
優
勝
、

女
子
は
喜き

納な

翼
選
手
が
56
分
24
秒
を
記

録
し
ま
し
た
。

　
市
役
所
本
庁
舎
と
併
せ
て
建
て
替
え

の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
市
議
会
議

事
堂
。
７
月
か
ら
議
会
機
能
が
本
庁
舎

へ
仮
移
転
す
る
こ
と
に
伴
い
、
第
２
回

定
例
会
を
も
っ
て
役
目
を
終
え
た
現
議

事
堂
で
、
６
月
９
日
、
閉
場
セ
レ
モ
ニ

ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
仙
台
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
が
「
青
葉
城
恋

唄
」
な
ど
を
演
奏
し
、
議
事
堂
は
優
し

い
音
色
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

議
長
と
市
長
に
よ
る
あ
い
さ
つ
が
行
わ

れ
、
郡
市
長
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に

お
い
て
、
数
十
年
先
を
見
据
え
た
責
任

あ
る
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
築
き
上

げ
ら
れ
た
議
事
堂
の
歴
史
は
本
市
の
歩

み
そ
の
も
の
で
す
」
と
話
し
、
こ
れ
ま

で
の
歴
史
に
敬
意
を
表
し
ま
し
た
。

　
現
議
事
堂
は
、
現
本
庁
舎
と
同
じ
昭

和
40
年
10
月
に
完
成
。
９
月
よ
り
解
体

工
事
に
着
手
し
、
建
て
替
え
後
は
新
本

庁
舎
の
14
・
15
階
に
設
置
予
定
で
す
。

「
あ
の
時
、
子
ど
も
だ
っ
た
私
た
ち
か

ら
伝
え
た
い
こ
と
―
子
ど
も
の
視
点

で
伝
え
る
震
災
漫
画(

全
３
巻)

」

浅野富美枝／著
生活思想社　刊

井上きみどり／著
公益社団法人 3.11
メモリアルネット
ワーク　刊

「
み
や
ぎ
３
・
11
『
人
間
の
復
興
』
を

担
う
女
性
た
ち
―
戦
後
史
に
探
る
力

の
源
泉
」

仙台市の人口（対前月増減数） 男：531,715人　女：566,506人　計1,098,221人（＋417)　544,331世帯（＋739）　6月１日現在

仙台市政だより　令和５年（2023年） ７月号

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

　
仙
台
の
初
夏
の
風
物
詩｢

仙
台
・
青

葉
ま
つ
り
」
が
、
５
月
20
日
・
21
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
２

年
度
か
ら
中
止
や
規
模
縮
小
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
39
回
目
を
迎

え
る
今
回
は
、
４
年
ぶ
り
と
な
る
通
常

規
模
で
の
開
催
。
約
87
万
人
が
、
本
格

市政
トピックス

活
気
ふ
た
た
び
―
仙

台
・
青
葉
ま
つ
り
４
年

ぶ
り
の
通
常
開
催

的
に
再
開
し
た
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
初
日
の｢

宵
ま
つ
り｣

で
は
、
勾
当

台
公
園
市
民
広
場
や
定
禅
寺
通
な
ど
に

加
え
、「
全
国
都
市
緑
化
仙
台
フ
ェ

ア
」
の
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
青
葉
山
公

園
追お
い
廻ま

わ
し

地
区
で
も
、
仙
台
す
ず
め
踊
り

の
演
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
お
囃は
や
子し

に
合
わ
せ
、
軽
や
か
に
舞
う
踊
り
手
た

ち
の
熱
気
に
包
ま
れ
、
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
観
光
姉

妹
都
市
の
徳
島
市
か
ら
は
阿
波
お
ど
り

も
参
加
し
、
祭
り
を
彩
り
ま
し
た
。　

　
２
日
目
の
「
本
ま
つ
り
」
で
は
、
祭

り
最
大
の
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
、
藩
政
時

代
の
活
気
と
華
や
か
さ
を
表
現
し
た

「
時
代
絵
巻
巡
行
」
が
復
活
。
甲か
っ

冑ち
ゅ
う

姿

の
武
者
隊
に
よ
る
武
者
行
列
や
、
豪
華

絢け
ん
爛ら

ん
な
10
基
の
山や

ま
鉾ぼ

こ
が
、
定
禅
寺
通
な

ど
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
迫
力
あ
る
時

代
絵
巻
に
、
沿
道
か
ら
は
大
き
な
拍
手

と
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

市政
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「
仙
台
防
災
枠
組
」
の
中
間
評
価
を
　
　

　
　
　 

報
告
―
国
連
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合

▲中間評価の結果や防災・減災の取り組みを報告
した郡市長（写真右上演壇中央）

市政
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全
国
都
市
緑
化
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た

　
５
月
18
日
か
ら
２
日
間
に
わ
た
り
、

米
国
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
国
連
本
部

で
「
仙
台
防
災
枠
組
２
０
１
５
―
２
０

３
０
」
の
進し
ん
捗ち

ょ
く

状
況
の
中
間
評
価
を
話

し
合
う
ハ
イ
レ
ベ
ル（
首
脳
級
）会
合
が

開
催
さ
れ
、
郡
市
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
「
仙
台
防
災
枠
組
」
は
、
平
成
27
年

に
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た
第
３
回
国
連

防
災
世
界
会
議
で
採
択
さ
れ
た
、
世
界

的
な
防
災
の
取
り
組
み
指
針
で
、
災
害

に
よ
る
死
亡
者
数
や
被
災
者
数
の
削
減

な
ど
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
世
界
が
目

指
す
７
つ
の
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
初
日
の
本
会
議
で
は
、
途
上
国
支
援

強
化
の
重
要
性
な
ど
を
掲
げ
た
「
政
治

宣
言
」
が
採
択
さ
れ
、
各
国
で
の
取
り

組
み
の
加
速
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
郡
市
長
は
、
２
日
目
に
行
わ
れ
た
分

科
会
に
登
壇
し
、
地
方
自
治
体
と
し
て

は
初
め
て
と
な
る
中
間
評
価
を
東
北
大

学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
と
共
同
で
実

施
し
た
こ
と
を
報
告
。
震
災
遺
構
な
ど

を
活
用
し
た
防
災
教
育
を
進
め
て
い
る

こ
と
や
、「
仙
台
防
災
未
来
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
毎
年
開
催
し
、
市
民
や
企
業
と

連
携
を
深
め
て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介

し
、｢

防
災
・
減
災
に
終
わ
り
は
な

い
。
と
も
に
協
力
し
、
２
０
３
０
年
に

向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
し

ょ
う｣
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。　

　
市
で
は
、
今
後
も
仙
台
防
災
枠
組
の

採
択
都
市
と
し
て
、
防
災
・
減
災
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
都
市
緑
化
の
推
進
を
図
り
、
緑
豊
か

な
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に

開
か
れ
て
い
る
全
国
都
市
緑
化
祭
。
今

年
は
本
市
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
都
市

緑
化
仙
台
フ
ェ
ア
」
の
中
心
行
事
と
し

て
、
５
月
24
日
に
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
フ
ェ
ア
で
催
さ
れ
た

「
庭
園
出
展
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
国
土
交

通
大
臣
賞
受
賞
者
や
都
市
緑
化
の
推
進

に
貢
献
し
た
企
業
等
へ
の
表
彰
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
上
杉
山
通
小
学
校
の
児
童

６
人
が
登
壇
し
、
か
け
が
え
の
な
い
緑

を
未
来
へ
と
つ
な
い
で
い
く
こ
と
を
宣

言
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
フ
ェ
ア
メ
イ

ン
会
場
で
、
記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
佳
子
内
親
王
殿
下
に
も

ご
臨
席
い
た
だ
き
、
お
言
葉
を
賜
っ
た

ほ
か
、
記
念
植
樹
に
お
い
て
は
、
小
学

生
と
ご
一
緒
に
ヤ
エ
ベ
ニ
シ
ダ
レ
ザ
ク

ラ
を
お
手
植
え
に
な
り
ま
し
た
。

▲植樹を行う佳子内親王殿下（右）
と、上杉山通小学校６年生の平泉
愛
ま
奈
な
さん（左手前）、金澤遼成さ

ん（左奥）

▲全長2.2キロメートルにも及ぶ時代絵巻巡行


